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１.事業名

２.担当部署

３.事業の概要

４.事業の目的

５.事業対象

６.年度末状態

７.事業予算（決算） 32,405千円 執行額 執行率 100.00%

８.事業評価

９.事業評価理由

10.事業の課題

11.課題の要因

12.令和４年度の方向

　感染防止対策に取り組む市内243事業者に対し経費を支援することで、コロ

ナ禍における営業形態の変化への対応を支援することができた。

・申請書類については、可能な限り簡素化したが、購入備品に係る証憑の準

備及び確認に時間を要した。

・毎戸配布の冊子やHPなど、可能な限り媒体を活用したが、充分な周知が図

られていないとの声もあった。

　補助金の申請手続きに馴染みのない事業者も多かったため、申請に必要な

書類を含め、手続きについて分かりやすくする工夫が必要であった。

　地域経済の景況を見極め、事業継続支援が必要な対象業種の検討を行った

上で事業を実施する。

効果があった

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業効果検証シート

ウィズコロナ対応環境構築支援事業

産業経済部

　新型コロナウイルス感染症の感染防止のために必要な対策を講じた経費の

一部を支援するもの。

【対象経費】

(1)感染症拡大予防のための３密及び接触回避に取り組む事業（アクリル板設

置、検温システム など）

(2)ウィズコロナにおける新たなチャレンジに取り組む事業（広告宣伝、ＥＣ

サイト作成、テイクアウト専用カウンター設置 など）

(3)ウィズコロナに対応するシステム導入事業（ＴＶ会議システム、テレワー

クシステム、セルフレジ・キャッシュレス決済 など）

【補助率等】

　補助率は補助対象経費の２／３以内、１事業者あたり200千円を上限額（30

千円を下限）とする。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中、事業者等が「新しい生活様

式」を実践するため、感染防止対策に要する経費を支援し、安定した事業継

続を図る。

市内に事業所を有する中小企業者及び小規模企業者

年度内完了

32,405千円


